
「ひとこと」～社会福祉士とは？～

清瀬・東久留米社会福祉士会 文責 佐藤

誰も気づかない、何気ない言葉の中に

それを「あん」は教えてくれる・・・

映画「あん」は１９９６年のらい予防法廃止、２００１年の

熊本地裁判決で強制隔離は憲法違反と確定した諸問題を題材、

ハンセン病差別が終わったわけではない事を訴えます 。

今なお根強い差別と偏見、高齢を迎え苦難の人生を歩んで

きた元患者の行く末、遺族・家族への国家賠償責任問題。

ハンセン病ゆえに再審査請求が棄却された翌日に死刑執行

されたＦさんの冤罪など、問題は山積しています。

今回の上映会が皆様と一緒に考える機会になれば幸いです。

講演：森元美代治氏

・ハンセン病体験者・全生園入所者

・国家賠償請求訴訟原告団員、

・現IDEAJapan理事長、清瀬市在住

問題を抱えた方と一緒に課題を考え、整理し関係機関と連携して

支援に繋げる福祉の専門職です。病院や施設の相談員、自治体の

福祉関係部局で、あるいは個人的に独立事務所を通して地域の

皆様の「困った事」に応える支援者として活動しています。

最近では成年後見制度において福祉専門職として成年被後見人等

の財産管理、身上監護の実務を担っております。

社会福祉士会は国家資格である社会福祉士の職能団体です。

その内清瀬市と東久留米市の在住、在勤の有資格者の会員

によって構成されています。社会福祉士は乳幼児から高齢者

まで人生のあらゆる場面での障害、貧困、疾病、老人問題、

権利擁護などのニードに応えるため、相談・支援者として

活動しています。


